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島工卓嘱盲板
貫己 帳 個 別 指 ;導 会

無料.,i亡帳指;#全 を行い ます｡
記帳 について疑問7'J.I.I.I-かあ りま Lf=ら､是非御村議
下 さい｡

L妃

1.と き 11月21日(畑 乍約 9時30分-JF後
4時 まてl租時受付け ます｡

2.とこ ろ 商工会館 相談室
3講 師 税理 上 市 原 義 人 先生他

※関係帳 簿qlを御持 参下 さい｡

第12回

横芝町畜産共進会 (.x2連動云場)

鞠 匪 寧] 敬称略

雄栄紀光徳斉木木藤大大伊
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め
精
米

品
質
表
示
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た

潔 最価 秀賞

- イ事 秀 賞

便乗賞

県では'袋詰めされた米の中身を'消費者にわかりやす-するため､表示制度を取り入れていますが､11月1日から､品質区分と基準が次のと

おり変わりました｡
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最価秀賞

イ壬秀賞

便乗賞

価秀賞

品質区分品質基準

特1類80%以上

上1-2類50%以上

中1-5類

標準3-5頬
価格米(構成割合は店頭掲示)

混ぜ合わせる割合は､基準内で米穀店によりちがいますので､店頭表示などでお確め-ださい｡(-頬-コシヒカリ'2類=初星'ホウネンワ七､3類=サチミドリ､ハヤ

ヒカリなど｡)
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送り来て別れは惜しき星月夜
鈴木葦確

台風の日の中にゐて釘を打つ
鈴木南知
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鈴虫の音色ひときわ俸裡の練

戸村静華

JJ<亡母の背の丸こき恋し梅笹
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聾の心に聴けり秋の声

(適者)土屋葉水
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